
ほかにも次の事業を行います

○移住者住宅改修支援事業（約 400 万円）　○新庁舎建設事業（約 5,000 万円）　
○クリーンセンター整備事業（約 1億 3,000 万円）　○介護士・保育士・看護師等人材確保事業（約 20 万円）　
○臨時福祉給付金給付事業（約 2億 7,200 万円）　○老人福祉センター整備事業（約 5,900 万円 )　
○紙のまちの子育て応援乳児紙おむつ支給事業（約 3,900 万円）　○漁港海岸整備事業（2億 500 万円）　
○霧の森整備事業（約 600 万円）　○社会資本整備総合交付金事業（約 4億 400 万円）　
○市単独道路改良事業（約 3億 2,500 万円）　○浸水対策事業（約 6,100 万円）　
○塩谷・小山線街路改築事業（約 1億 600 万円）　○住宅マスタープラン策定事業（約 800 万円）　
○小・中学校施設耐震化事業（約 1億 2,100 万円）　○中曽根公民館新築事業（約 1億 3,800 万円）　
○新宮公民館耐震改修事業（800 万円）　○図書館整備事業（約 1,800 万円）　○外国青年招致事業（約 3,600 万円）
○機能別消防団事業（約 50 万円）　など

平
成
29
年
度
当
初
予
算
の
主
な
事
業

■
地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業

[

継
続]

約
１
５
０
０
万
円　

新
宮
地
域
及
び

金
砂
・
富
郷
地
区

の
維
持
・
活
性
化

を
図
る
た
め
、
地

域
外
の
人
材
を「
地

域
お
こ
し
協
力
隊
」

と
し
て
受
け
入
れ
、

農
林
業
や
行
事
な

ど
の
支
援
に
従
事

し
な
が
ら
地
域
へ

の
移
住
・
定
着
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
地
域
振

興
の
た
め
の
取
り
組
み
を
地
域
住
民
と
協
働
・

連
携
し
て
進
め
ま
す
。

■
国
民
体
育
大
会
開
催
事
業

[

継
続]

約
３
億
５
４
０
０
万
円

　

第
72
回
国
民
体
育
大
会
「
愛え

が
お顔

つ
な
ぐ
え
ひ

め
国
体
」の
本
市
開
催
競
技
で
あ
る
軟
式
野
球
、

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
、
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、

空
手
道
、
綱
引
、
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
の
出
場
選
手

を
「
お
も
て
な
し
の
心
」
で
温
か
く
お
迎
え
し
、

円
滑
に
大
会
運
営
を
行
い
ま
す
。

■
医
師
確
保
対
策
事
業

[

新
規]

約
３
０
０
万
円

　

将
来
、
本
市
の
指
定
医
療
機
関
で
医
師
と
し

て
活
躍
し
よ
う
と
志
す
学
生
に
対
す
る
奨
学
金

制
度
を
新
設
し
、
本
市
に
お
け
る
医
師
不
足
の

解
消
と
地
域
医
療
を
守
る
た
め
の
取
り
組
み
を

推
進
し
ま
す
。

※［新規（継続）］：平成 28 年度当初予算には計上されていないが、補正予算で計上され実施している事業

■
認
定
こ
ど
も
園
整
備
事
業

[

新
規
（
継
続
）
※]

約
１
億
３
９
０
０
万
円

　

建
築
か
ら
48
年
が
経
過
し
て
い
る
長
津
保
育

園
の
建
て
替
え
に
あ
た
り
、
新
た
に
幼
保
連
携

型
の
土
居
東
認
定
こ
ど
も
園
（
仮
称
）
と
し
て

整
備
を
進
め
ま
す
。

■
地
域
産
業
人
材
定
着
事
業

[

新
規]

約
８
０
０
万
円　

本
市
の
基
幹
産
業

で
あ
る
紙
産
業
の
さ

ら
な
る
発
展
に
向

け
、
産
官
学
の
連
携

を
強
め
、
Ｕ
Ｉ
Ｊ

タ
ー
ン
の
促
進
や
優

秀
な
人
材
の
確
保
と

育
成
を
推
進
し
ま

す
。

■
川
之
江
地
区
整
備
事
業

[

継
続]

約
５
億
６
５
０
０
万
円

　

か
わ
の
え
高
原
ふ

る
さ
と
館
の
敷
地
に

新
た
に
収
蔵
館
を
建

設
整
備
す
る
と
と
も

に
、
ふ
る
さ
と
館
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行

う
こ
と
で
展
示
機
能

を
強
化
し
、
歴
史
考

古
博
物
館
と
し
て
整

備
し
ま
す
。
ま
た
、

地
区
内
の
道
路
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
な
ど
を
行

い
、
地
域
の
回
遊
機
能
の
強
化
と
に
ぎ
わ
い
の

再
生
を
図
り
ま
す
。

■
住
宅
耐
震
化
促
進
リ
フ
ォ
ー
ム
等
補
助
事
業

[

新
規]

１
５
０
０
万
円

　

従
来
の
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業
の
内
容

を
拡
充
し
、
市
内
の
木
造
住
宅
の
耐
震
化
を
促

進
し
ま
す
。
ま
た
、
住
宅
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化

や
長
寿
命
化
な
ど
、
居
住
性
能
の
向
上
を
図
る

工
事
を
助
成
対
象
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
住
宅

の
耐
震
化
率
の
向
上
と
住
宅
投
資
へ
の
波
及
効

果
に
よ
る
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

■
川
之
江
文
化
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業

[

継
続]

約
３
億
１
２
０
０
万
円

　

地
域
に
お
け
る
文
化
振
興
の
中
核
的
な
施
設

と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
同
セ
ン
タ
ー
に
つ
い

て
、
耐
震
改
修
工
事
な
ど
を
実
施
し
て
施
設
の

長
寿
命
化
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
川
之
江
庁
舎

な
ど
に
設
置
し
て
い
る
機
能
（
市
民
窓
口
セ
ン

タ
ー
、
福
祉
窓
口
、
保
健
窓
口
な
ど
）
を
集
約

し
、
多
目
的
に
利
用
で
き
る
複
合
施
設
と
し
て

整
備
し
ま
す
。

■
新
宮
小
規
模
特
認
校
事
業

[

新
規]

約
１
５
０
０
万
円

　

小
中
一
環
教
育
な

ど
、
こ
れ
ま
で
培
っ

て
き
た
新
宮
小
中
学

校
の
教
育
の
魅
力
を

生
か
し
発
展
さ
せ
な

が
ら
、
個
人
の
能
力

を
最
大
限
伸
ば
せ
る

特
色
あ
る
教
育
を
推

進
し
ま
す
。
ま
た
、

新
宮
地
域
以
外
か
ら
児
童
・
生
徒
を
受
け
入
れ
、

新
宮
小
中
学
校
の
活
性
化
と
新
宮
地
域
の
地
域

創
生
の
核
と
な
る
学
校
を
目
指
し
ま
す
。

当
初
予
算
編
成
方
針

～
地
方
創
生
推
進
・
公
共
施
設
等
適
正
管
理
～

　

平
成
29
年
度
の
地
方
行
政
の
課
題
は
、
地
方

創
生
の
推
進
と
公
共
施
設
な
ど
の
適
正
管
理
で

す
。
人
口
の
急
速
な
減
少
と
高
齢
化
社
会
の
進

展
は
全
国
の
地
方
公
共
団
体
の
共
通
課
題
で
あ

り
、
地
域
の
特
性
や
特
徴
を
活
か
し
た
ま
ち
づ

く
り
の
推
進
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

高
度
経
済
成
長
期
に
整
備
さ
れ
た
公
共
施
設
や

道
路
・
橋
り
ょ
う
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
資
産
が
一

斉
に
更
新
時
期
を
迎
え
よ
う
と
し
て
お
り
、
多

額
の
維
持
管
理
経
費
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

本
市
も
、
こ
の
課
題
に
取
り
組
む
た
め
に
、

「
四
国
中
央
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
」
に
沿
っ
て
地
方
創
生
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
今
年
３
月
に
策
定
し
ま
し
た
「
四
国

中
央
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
」
に
基
づ

き
、
公
共
施
設
な
ど
の
適
正
管
理
に
着
手
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

歳
入
で
は
、
市
税
収
入
が
７
年
ぶ
り
に
増
収

の
見
込
み
と
な
り
ま
し
た
が
、
地
方
交
付
税
の

合
併
に
伴
う
優
遇
措
置
の
一
部
縮
減
な
ど
に
よ

り
、
引
き
続
き
厳
し
い
状
況
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
出
で
は
、
防
災
・
減
災
対
策
や
市
民
の
皆

さ
ま
の
安
全
・
安
心
確
保
対
策
を
重
点
化
す
る

な
ど
、
市
民
目
線
に
立
ち
、
き
め
細
や
か
な
予

算
編
成
に
努
め
ま
し
た
。

～
活
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
へ
～

予算総額 636 億 4,300 万円
一般会計 359 億 7,000 万円（前年度比△ 6.1％）　特別会計 276 億 7,300 万円（前年度比△ 6.4％）

維持補修費
0.7％

補助費等 4.8％

物件費
15.5％

その他
0.9％

繰出金
13.5％

扶助費
20.6％

公債費
12.8％

人件費
20.6％

義務的

経費

54.0％

その他

経費

35.4％

普通建設事業費
10.6％

投資的

経費

歳出

積立金 0.0％

項目 予算額（千円）

 人件費 7,419,548　

 扶助費 7,409,407　

 公債費 4,613,011　

 普通建設事業費 3,805,466　

 物件費 5,575,676　

 その他 314,400　

 維持補修費 248,515　

 補助費等 1,740,070　

 繰出金 4,834,208　

 積立金 9,699　

合計 35,970,000　

歳出（性質別）

歳入
市税

40.8％

分担金及び
負担金 1.4％

使用料及び
手数料 2.4％

諸収入などの収入 2.6％繰入金 3.4％

地方交付税
14.9％

国・県支出金
19.3％

市債
9.3％

その他の交付金
5.0％

地方譲与税
0.9％

自主

財源

50.6％

依存

財源

49.4％

項目 予算額（千円）

 市税 14,679,900　

 分担金及び負担金 502,080　

 使用料及び手数料 848,010　

 諸収入などの収入 935,142　

 繰入金 1,222,136　

 地方交付税 5,370,000　

 地方譲与税 326,000　

 その他の交付金 1,796,000　

 国・県支出金 6,932,932　

 市債 3,357,800　

合計 35,970,000　

歳入（性質別）

※割合が 0.1％に満たない場合は、「0.0％」と表示しています

平
成
29
年
度

当
初
予
算
　財政課　28-6007

一般会計予算（359 億 7,000 万円）の内訳


